
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 有田市では地域住民や一般企業などと協働して有田みかんの更なるブランド化や販路開

拓支援、ふるさと納税を活用した PR など、みかん産業支援を積極的に実施している。そこ

で、これまで実施してきた取り組みを踏まえた新たなチャレンジとして、毎年みかん収穫前

にみかんの大きさを揃えるために成りすぎた果実を減らす作業（摘果作業）によって捨てら

れている「青みかん（摘果みかん）」の価値向上に取り組むことを LIP の活動目的とした。

また、令和 2 年 3 月に有田市宮原町の旧駐在所をリノベーションして誕生した地域交流拠

点「宮原さん家(ち)」を活動拠点とし、その活用に関しても検討することとなった。 
 

２．活動の内容 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、限定的ではあったがオンラインを活用し、以下

の活動を行った。また、顔合わせ・事前学習会以降は、地域の課題・学生のニーズを受け、

商品開発班・レシピ作成班・イベント企画班の三班に分かれて活動を展開した（その後、活

動広報の必要性から広報班も設置）。 

 ・顔合わせおよび事前学習会：宮原地区・みかん産業・青みかんを学ぶ 

 ・班ごとの会議および企画プレゼン会：学生の事前学習による企画プレゼンと意見交換 

 ・フィールドワーク：プレゼン会での意見を受けてヒアリング調査を実施 

 ・最終プレゼン会（報告会）：今年度の活動を総括し、次年度の活動を提案 
 

３．活動を通じて 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受け、本来予定していた活動が出来なかった中で、オ

ンラインを活用し可能な限りの活動が展開された。今年度は、主に準備期間という位置づけ

としたため、次年度以降、状況にもよるが具体的な取り組みが展開されることを期待してい

る。 

【地域の基礎データ】 

人 口：27,197 人（令和３年２月 1 日現在） 

高齢化率：33.8％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：農業（みかん）、漁業（太刀魚）、工業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：12 名（１回生：６名、２回生：６名） 

活 動 期 間：令和２年 6 月～ 

担 当 教 員：藤井至 



 

４．成果物（ポスター） 

 

  


